
　３本柱それぞれについて、短期（１-３年）、中期（３-５年）、長期（５-１０年）で取り組む
ことを計画しました。 

今後の取組 

皆さんができること 

１０年間の計画スタートにあたり 
キックオフ『世代をこえて 笑顔で健幸 つながる つしま』を開催します 
ぜひ、お越しください！ 
日時：５月３０日 午後２時から３時３０分まで 
場所：文化会館 小ホール 
内容：講演（健康づくりのコツや、計画の進め方について）、健康ボランティア紹介など 
講師：あいち健康の森健康科学センター　主任専門員　松下まどか 医師 
 

検 索 第2期健康日本21　津島市計画 
お問い 
合わせ 

詳しくは、計画書をご覧ください。市のホームページから閲覧・印刷できます。 

津島市健康福祉部　健康推進課 
電話：２３-１５５１ 

★手ばかりで健康に!!（こどもも大人も自分の手の大きさで適量がわかります） 

★今より10分からだを動かそう!!（生活習慣病の予防、ストレス解消につながります） 

★趣味や自分の好きなことを見つけましょう（お友達といっしょにすると長続きします） 

ごはんは 両手に 
おさまるお茶碗 
１杯(１食) 
 

魚、肉、豆腐、卵は 
片手にのる量(1食)

野菜は 
両手1杯(1食)

お菓子は 
OKの大きさ(1日)

お酒は 
コップ１杯(1日)

果物は 
グー(1日)

たとえば、 

●階段を使う 

●できるだけ徒歩で移動する 

●「ながら運動」を行う 

●18歳未満の方は、外で遊ぶ、スポーツなど 

　で体を動かす　　　など 

自分なりのプラス・テンを見つけてね！ 

 

未成年は飲んではいけません 

けんこう 
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１ 

２ 

３ 

策定しました 

皆さんが、元気で長生きするための健康づくりに関する計画です 

計画の期間は、平成２８年度～３７年度の１０年間です 

 
【計画の特徴】 

①医療、介護、健診などの客観的データを分析し、『津島市の現状』を把握しました 

②健康ボランティア、関係機関、市職員が一緒に検討し、医師など専門家の助言を得ながら、

『１０年後目指す姿』と、その実現のために必要な『取組の３本柱』を考えました 

③今後の計画推進も、市民、健康ボランティア、関係機関の皆さんと協働し、医師など専門家の

助言を得ながら進めていきます 

【計画の概要】 

津島市の現状 

１０年後目指す姿 

取組の３本柱 

地域の背景 

進む少子高齢化 
・高齢化率２７.１％ 
・２０年後には３人に１
人が高齢者 

 
死亡原因は？ 

・男性は、脳内出血や
肺がんが多い 
・女性は、脳内出血が
多い 

医　療 

生活習慣病の 
医療費が増加 

・６０歳代から増加。７０
歳代でさらに増加 

 
人工透析患者の 
割合が高い 

・人口透析患者の割合
が、県内５４市町村で
６番目に高い 

介　護 

要介護の理由は？ 
・要支援～要介護２で
は高血圧性疾患、要
介護４、５では認知症、
脳梗塞、アルツハイ
マーが多い 

 
増える認知症 

・今後も増加が予想さ
れる 

健　診 

高いメタボ率 
・メタボ率１９.３％は 
　県内５４市町村で１６
番目に高い 

・特定健診の保健指導
終了率１１.２％は、県
内５４市町村で１１番
目に低い 

世代をこえて　笑顔で　健幸　つながる　つしま 

つ 

し 

ま 

くろうよ　ひとりひとりの　健康習慣（生活習慣病予防・重症化予防） 

あわせな　笑顔あふれる　仲間づくり（すべての年代の健康づくり） 

ちづくり　肝心なのは　市民のＷＡ（地域で支える健康づくり） 

 

けん こう 

わ 

３ 「市政のひろば」つしま2016.5
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 計
画
の
基
本
目
標 

「
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
解
消
し
、一
人

ひ
と
り
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
う
明
る

く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」 

 

市
民
意
識
調
査
結
果（
以
下
「
調
査
結
果
」

と
い
う
）を
見
る
と
、人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
実
現
す
る
に
は
、学
校
な
ど
に
お
い
て

人
権
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
思

う
人
が
約
５
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
て
人
権
教
育
・
啓
発
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

           ※
ｎ
＝
有
効
回
答
数 

家
庭
・
地
域
社
会
に
お
け
る
施
策
の
方
向 

①
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
　 

②
地
域
社
会
に
お
け
る
人
権
尊
重
の
環
境
づ

く
り
　 

③
学
習
機
会
の
充
実
　 

④
指
導
者
の
養
成
　 

学
校
等
に
お
け
る
施
策
の
方
向 

①
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
じ
た
人
権
尊
重

の
教
育
の
充
実
　 

②
教
職
員
・
保
育
士
の
指
導
力
の
向
上
　 

③
安
心
し
て
楽
し
く
学
ぶ
た
め
の
環
境
づ
く

り
　 

④
家
庭
・
地
域
社
会
・
行
政
と
の
連
携
強
化
　 

職
場
に
お
け
る
施
策
の
方
向 

①
市
の
職
場
等
に
お
け
る
人
権
教
育
・
啓
発

の
充
実
　 

②
企
業
等
事
業
所
へ
の
啓
発
の
充
実
　 

③
企
業
等
事
業
所
に
お
け
る
人
権
教
育
・
啓

発
の
充
実 

      

市
で
は
、次
の
重
要
課
題
（
一
部
抜
粋
）へ
対

応
し
て
い
き
ま
す 

●
同
和
問
題 

              
     

調
査
結
果
を
見
る
と
、結
婚
に
つ
い
て
差

別
が
あ
る
と
思
う
人
が
約
６
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、差
別
解
消
に
向
け
て
次
の
施

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

施
策
の
方
向 

①
心
理
的
差
別
の
解
消
　 

②
南
文
化
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
　 

③
地
域
に
お
け
る
生
活
の
安
定
向
上（
自
立

支
援
）　 

④
え
せ
同
和
行
為
の
排
除
　 

⑤
人
権
侵
害
に
対
す
る
相
談
・
支
援
体
制
の

充
実 

●
障
が
い
者 

                 

調
査
結
果
を
見
る
と
、障
が
い
の
あ
る
人

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
こ
と

は
、就
職
や
仕
事
の
内
容
、待
遇
で
不
利
な
取

扱
い
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
と
回
答
し
た
人

が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
よ
う
次
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。 

施
策
の
方
向 

①
障
が
い
者
の
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
づ
く

り
　 

②
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
へ
の
支
援 

③
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
の
支
援
・
環
境
整
備
　 

④
人
権
侵
害
に
対
す
る
相
談
・
支
援
体
制
の

充
実 

津
島
市
人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン
お
よ
び
津
島
市 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
改
訂
し
ま
し
た 

計
画
改
訂
の
目
的 

平
成
２３
年
に
策
定
し
た
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直
し
時
期
を
迎
え
た
た
め
、市
民
意
識
調
査（
平

成
２６
年
度
）や
プ
ラ
ン
改
訂
版
策
定
委
員
会
等
で
の
意
見
収
集
を
行
い
、新
た
な
課
題
に
対
応
す

る
べ
く
、施
策
の
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。 

津
島
市
人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン（
改
訂
版
） 

人権が尊重される社会を実現するには、特に
どのような取り組みが必要だと思いますか。
（複数回答）（上位３位まで） 

あなたは、結婚について今でも同和問題、部落差別があると思いますか。 

障がいのある人の人権が尊重されていないと思うのは、特にど
のようなことですか。（複数回答）（上位３位まで） 

学校などにおいて 
人権教育を充実させる 

個人個人自らが人権 
意識を高めるように 
努める 

社会的に弱い立場にある 
人を救済、支援していく 

n=１,１８２ 

 

２４.１％ 

３８.３％ 

５１.０％ 

就職や仕事の内容、待遇で 
不利な取扱いを受けること 

収入が少なく、経済的に自立 
できないこと 

じろじろと見たり、避けたり 
すること 

n=１,１８２ 

３２.８％ 

４０.９％ 

４２.４％ 

平成２６年度 
n=９６７ ５９.８％ ９.８％ ２７.５％ ２.９％ 

平成２１年度 
n=６０８ ６５.６％ １２.０％ ２１.４％ １.０％ 

■ 差別はあると思う 
■ わからない 

■ 差別はないと思う 
■ 無回答 

１００％ ８０％ ６０％ ４０％ ２０％ ０％ 

「市政のひろば」つしま2016.5 ４ 
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n=１,１８２ 

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害﹇
新
規
﹈ 

 
                

調
査
結
果
を
見
る
と
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
、人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
こ
と

は
、他
人
の
身
元
を
暴
い
た
り
、そ
し
り
や
悪

口
を
掲
載
す
る
こ
と
で
あ
る
と
回
答
し
た
人

が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
民
一
人
ひ
と
り
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
便
性
と
問
題
点
を
正
し
く
理
解
し
、適
正

な
利
用
と
効
果
的
な
活
用
に
努
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
市
で
は
、個
人
情
報
の
重
要
性
を

認
識
で
き
る
よ
う
次
の
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。 

施
策
の
方
向 

①
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
名
誉
に
関
す
る

理
解
促
進
と
個
人
情
報
保
護
の
体
制
強
化 

②
人
権
侵
害
に
対
す
る
相
談
・
支
援
体
制
の

充
実 

 

計
画
の
基
本
理
念 

「
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
が

促
進
さ
れ
一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発

揮
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」 

 

Ⅰ
男
女
平
等
意
識
を
高
め
よ
う
　 

基
本
施
策 

①
人
権
の
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
に
向
け

て
の
意
識
づ
く
り 

②
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
教
育
・
学

習
の
充
実 

③
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
男
女
へ
の
支
援

[

新
規] 

基
本
施
策
③
の
方
向
性 

・
高
齢
者
、障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
し

た
生
活
の
支
援 

・
ひ
と
り
親
世
帯
等
へ
の
自
立
支
援
の
充

実 

・
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
人
へ
の
支
援
体

制
の
充
実 

Ⅱ
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
参
画
を
促
そ
う 

基
本
施
策 

①
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参

画
促
進 

②
地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

推
進 

Ⅲ
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
ろ
う 

基
本
施
策 

①
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
能
力
発
揮

の
支
援 

②
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）の
推
進 

 

Ⅳ
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
ろ
う 

基
本
施
策 

①
生
涯
を
通
じ
た
健
康
へ
の
支
援 

Ⅴ
男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
根
絶
し
よ
う

（
津
島
市
Ｄ
Ｖ
基
本
計
画
）[

新
規] 

 
                 

調
査
結
果
を
見
る
と
、Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
相
談

で
き
る
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
回

答
し
た
人
が
４
割
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
支
援
に
向
け
て
、次
の

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

基
本
施
策 

①
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
の
根
絶 

施
策
の
方
向
性 

・
暴
力
の
根
絶
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り 

・
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
へ
の
支
援 

人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン（
改
訂
版
）・
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン（
改
訂
版
）は
、人
権
推
進

課
の
窓
口
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、閲
覧

で
き
ま
す
。
ま
た
、希
望
の
方
に
は
、概
要
版

を
配
付
い
た
し
ま
す
。 

   

昨
年
１２
月
に
「
人
権
週
間
」
行
事
の
一
環

と
し
て
、小
中
学
生
を
対
象
に
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

応
募
作
品
の
中
か
ら
作
品
を
選
出
し
、展

示
を
行
い
ま
す
。 

期
間
　
５
月
１２
日

〜
６
月
１０
日

 

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

※
た
だ
し
、初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、最
終
日

は
正
午
ま
で 

場
所
　
市
立
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
奥
展

示
コ
ー
ナ
ー 

展
示
物
　
ポ
ス
タ
ー
、書
道
、標
語 

 
           

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
内
線
２
２
７
１ 

インターネット上で、人権が尊重されていないと思うのは、特にどの
ようなことですか。（複数回答）（上位３位まで） 

あなたはDVについて相談できる窓口があることを知っていますか。 

他人の身元を暴いたり、そし 
りや悪口を掲載すること 

出会い系サイトなど犯罪を 
誘発する場となっていること 

わいせつ画像や残虐な画像 
など、有害な情報を掲載する 
こと 

津
島
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
改
訂
版
） 

人
権
を
理
解
す
る
作
品
展
 

３４.３％ 

４１.５％ 

６８.４％ 

平成２６年度 
調査 
n=１,１８２ 

５４.１％ ４４.８％ １.１％ 

平成２１年度 
調査 
n=７５０ 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

５１.２％ ３９.３％ ９.５％ 

■ 知っている 
■ 無回答 

■ 知らない 

５ 「市政のひろば」つしま2016.5
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